
春の訪れを感じに、4月 3日～ 10日にかけてお花見ツアーを行いました。

残念ながら時期が少し早かった様で、桜は蕾から三分咲きといった具合でした。それでも、

いつも施設の中で過しておられる入所者様は、外の空気を感じられた事への喜びもあり、笑顔

が見られ、「私は、この辺りに住んでたの。」など若かりし日々の話をして下さる方も居られた

りして、普段見る事の出来ない入所者様の違う一面を感じる事が出来ました。良い刺激になら

れたのではないかと思います。

マンパワーの問題等あり、なかなか難しいかもしれませんが、「外に出る」といった企画は今

後も続けていければと思います。

入梅を迎えた６月７日（水）、毎年恒例となりましたお茶会が盛大に行われました。

会場では朱塗りの野点傘や季節の花々がお茶席を飾り、筝、三味線の音色が雰囲気を

盛り立てていました。

日常とは違った空気の中でやや神妙な面持ちの入所者様達でしたが、この時期に似合

う涼しげな花に形どられた上品な和菓子をいただくうちに緊張も解け、おいしさで顔も

ほころび始めました。 お一人ずつ丁寧に点てられたお茶をじっくりと味わいながら、

楽しいひとときを過ごしておられました。また、病院から１２名の入院患者様の参加も

あり、喜んで頂けた様子でした。

最後になりましたが、今年も片岡宗文社中の皆様をはじめ、筝、三味線の高橋様やボ

ランティアの皆々様のお力添えで無事に開催出来ました事に深く感謝いたします。有難

うございました。

した。専門分野は消化器外科で、特に肝胆膵外科・

内視鏡外科を専門としています。また救急部にも２年間の勤務経験があり、さらに病院の移

転を３回、電子カルテの導入を４回経験しています。これまでの自分自身の３５年間を振り

返りますと、１０年ごとに節目があったように思います。最初の１０年は外科医としてのス

キルアップの１０年、次の１０年は肝移植の研究と内視鏡外科に熱中した１０年、その次の

１０年は開放型ＭＲＩを用いた研究と産学連携を模索した１０年、そして最後の１０年間と
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５月１０日（水）、５月のお誕生日会が開かれました。今年は９６歳の方を筆頭に

８名の方がお誕生日を迎えられました。

お祝いに駆けつけて下さったのは、晃和会の皆様です。

三味線演奏や、踊り、民謡など盛りだくさんの催し物でお祝いして下さいました。

中でも入所者様に小太鼓や鳴子が手渡され、三味線や民謡に合わせて鳴らされている

時の表情が、何ともハツラツとされ、見ているこちらまでも楽しませて頂くことが出

来ました。

晃和会の皆様、本当にありがとうございました。

4 月 12 日（水）にお誕生日会が開催されました。
今月は 7 名の方がめでたく誕生日を迎えられました。今回はコールカサブランカ様を

ゲストに迎え、美しいコーラスでお祝いに花を添えていただきました。「見上げてごらん

夜空の星を」や「琵琶湖周航の歌」等を披露され、入所者様はそれぞれ目を閉じて聴

き入っておられたり、知っている曲になると一緒に口ずさむ姿も見られました。外はち

ょうど桜が満開の時期でしたが、施設の中も同じように楽しさやうれしさで満開となり

ました。

コールカサブランカの皆様、素敵な歌声をありがとうございました。そして誕生日を

迎えられた皆様、おめでとうございます。これからも変わらず元気でお過ごし下さい。

6 月 14 日（水）、６月のお誕生日会に富士見幼稚園のかわいらしい園児の皆様がお祝
いにきてくださいました。

今月は、二階の入所者様のみという事で、いつもより人数の少ない中での開催でし

たが、園児の方と密に接することが出来、笑顔の絶えないお誕生日会となりました。

今月 101 歳を迎えられる方がおられ、ご紹介の際には、「おー！」との歓声もあがり、
園児の方の拍手も一段と大きくなりました。

楽しい曲と、手遊びを一緒にされ、入所者様もとても楽しい

ひと時を過ごされたようでした。

お誕生日おめでとうございます。


